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G7原子力安全セキュリティ・グループ(NSSG)報告書(2025)
• 経緯：2002年のカナナスキス・サミットで設立。近年(特に2020年代以降)は、年次ベースで活動報告が公表される傾向にある
• 活動内容：原子力の平和的利用について、原子力安全及び核セキュリティに関して、技術的知見に基づく政策的助言を実施
• 今次報告書の概要：2025年のカナダ議長国期間におけるNSSGの活動概要をまとめたもの。報告書の概要は以下のとおり

• ウクライナの原子力安全・核セキュリティ:ロシアによるザポリッジャ原子力発電所(ZNPP)の占拠及び支配の継続に深刻な懸念を表明。チョルノ
ービリ原子力発電所(ChNPP)の新安全封じ込め設備(NSC)の修復と維持に向けた追加資源の緊急性を強調

• 新興技術と核セキュリティ:最高水準の安全、セキュリティ、及び不拡散基準の維持が不可欠であり、英米加の規制当局による3か国間協力や、
IAEAの「原子力調和・標準化イニシアティブ(NHSI)」等の国際協力を重要視。IAEAの核セキュリティシリーズ文書(NSS 13,14,15及び20) の
継続的な見直しと適時かつ限定的な改訂の重要性を確認

• 遠隔地における原子炉(SMRを含む)の設置:堅牢かつリスクを考慮した原子力安全・核セキュリティ確保を重要課題と位置付け、許認可戦略、
遠隔地に特有の外部リスク、緊急対応、建設・運転・保守、核燃料の輸送・装荷・保障措置、地域社会等との関わり、放射性廃棄物管理及び
廃止措置戦略、サイトの従業員の安全とセキュリティ等を考慮すべき重要要素であると認識。また、これらを支援するため、規制枠組の維持や、先
進原子力技術への組織的な注力・支援、設計段階からのセキュリティ・保障措置・安全(security, safeguards and safety-by-design)を
確実に組み込むためすべての利害関係者(規制当局、政策立案者、提案者、地域社会等)との早期の連携及び焦点を絞った研究イニシアティブ
と国際協力等を強調

• 放射性廃棄物の管理:使用済燃料及び放射性廃棄物の管理の検討には、廃棄物の最小化、世代間の公平性、新たな原子力開発(SMR、
先進炉、先進燃料等)に伴う廃棄物への早期の配慮、安全と核セキュリティの継続的な向上、地域社会や利害関係者との効果的な対話、国際
協力等を重要視

• 開発資金:持続可能な開発目標(SDGs)の推進及び経済発展に向けた平和的かつ安全で確実な原子力技術の活用支援を中心として、開発
資金へのアクセスを拡大するための国際開発金融の将来的な役割が議論された。原子力施設における安全・セキュリティ要件の遵守支援、技術
的進歩によるリスク軽減を通じ、資金アクセス拡大を通じた包括的な核セキュリティ推進が目指されている。

• その他(福島第一原子力発電所の多核種除去設備(ALPS)): 日本の透明性ある取組に謝意を表し、IAEAとの緊密な協力に基づく安
全な海洋放出の継続を全面的に信頼し歓迎

外務省: https://www.mofa.go.jp/mofaj/dns/inec/page25_001511.html 及び https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100961622.pdf （2026.05.27更新）




